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デンマーク 
自動車利用の背景



同じく欧州では今、これまでにないほど、ガソリン車 
からEV(電気自動車)へのシフトチェンジについて
議論が活発に行われている。例えばドイツでは現 
在、2030年までにガソリン車等の販売を禁止でき 
るよう議論がなされている。同様にフランス、イギリス 
では、2040年までにディーゼル車およびガソリン車 
の販売を禁止する政策方針が打ち出された。 

デンマークも例外ではなく、2050年までに化石燃 
料の使用を廃止し、ニュートラルな社会を目指し奮 
闘している国のひとつである。ではそんな欧州、デン 
マークの実情はどうなのだろうか。
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先日催された「東京モーターショー2017」で 
は、各メーカーの電気自動車に関する展示が 
目立ち、日本国内、日本の自動車メーカーも 
電気自動車化が無視できない傾向になりつつ 
ある。

デンマーク国内の現状

近年、欧州はよりクリーンなエネルギーを求めバイオ 
エネルギーや風力などの再生可能エネルギーの積 
極的な活用が進んでいる。我々が住むデンマークで 
は80年代より進められる風力発電の利用がますま 
す発展しているばかりか、更なるクリーンエネルギー 
の先鋒として自転車のための高速道路が開通した 
り、空気環境コンシャスの街コペンハーゲンのために 
ITを活用したり、環境に良い社会を作るための政策 
や企業活動が率先して進められているように思え 
る。 

しかしながら、関連する統計に目を向けてみると、少 
なくとも交通分野では、印象とは異なった欧州の姿 
が見えてくるようだ。この不都合な真実とも言える現 
象を少し紐解いてみたい。 

2016年、EU27か国の乗用車新規登録台数は、前 
年比6.8％増の1,464万1,356台。 
その中でも自動車に否定的で自転車シフトが進ん 
でいると思われるデンマークでは、前年比7.4％増の 
222,927台と意外にも自動車は増えている。 

2015年のデータでは、デンマーク国内の乗用車の 
台数は、273万6千台であり、人口1000人あたりの 
自動車数は487台と、単純計算では約半数が所持 
していることになる。 

欧州の新規乗用車登録台数

デンマークの新規乗用車台数

調査の背景



不都合な真実

新車の4割が電気自動車で、これまで他国をリードし 
てきた電気自動車大国ノルウェーにおいても、電気 
自動車所有者が再度購入を検討すると答えたのが 
半数に留まったことが、2016年6月付けの日本ヤフ 
ーニュースで伝えられているなど、電気自動車普及 
の道のりは必ずしも平坦ではない。 

最新の欧州自動車工業会(ACEA)による調査では、 
欧州で電気自動車の割合が1％を超えるのは、西ヨ 
ーロッパの1人当たりのGDPが3万ユーロを超える国 
だけであることが分かった。経済危機に陥ったギリシ 
ャ、EUに新規加入した中東欧などGDPが1万7千ユ 
ーロ以下の国では、割合はほとんどゼロに近かった。 
各国で大胆な施策は打ち出されており、注目はされ 
てはいるが、現状欧州では、電気自動車の普及率は 
伸び悩んでいることがわかる。 

EVの伸び悩み

望みはあるのか
実際に環境に優しい交通手段の確立は困難なのだ 
ろうか。デンマークでは、近年各都市で積極的に進 
められる自転車利用の環境整備が注目されるが、こ 
の他に、大気汚染減少に貢献すると考えられるカー 
シェアリングがわずかながらであるが救世主となりそ 
うな兆しを見せている。 

同国のカーシェアリングは、残念ながら電気自動車 
利用ばかりではなく一般ガソリン車も利用されてい 
るが、それでも排気ガスを減少させるのに少しは役 
立っているだろう。 

例えば、表にあるDriveNow(ドライブナウ)は2015 
年9月にドイツBMWがEV（BMW i3）400台で開始 
したカーシェアリングサービスで、キーカードに多く 
のデンマーク人が保有する交通カードを利用するこ 
とで、利便性を高めたサービスを提供しているなど、 
各サービス特色を打ち出している。 

カーシェアリング概要

デンマーク国内燃料別乗用車台数

そんなデンマークの自動車の内訳を見てみると、 
2007年からここ10年でガソリン車、ディーゼル車の 
新規登録台数が上昇していることが分かる。 

それに対し、電気自動車の普及率は、税の優遇施 
策を開始した2010年から上昇し始めたが、その取り 
組みの廃止が決定した2015年をピークに、翌年の 
2016年には80％も登録台数が減少している。



現在のところ、デンマークの今後の電気自動車利用 
に弾みをつけそうな戦略は見つかっていない。 
ただ、デンマークのお家芸とでも言える産官学民で進 
めるソーシャルな仕組みが、デンマークの環境政策の 
遅れをカバーしているとも言える。 
具体的には、自転車ハイウェイの敷設や自転車利用 
の促進、そして今電気自動車や一般車を活用したほ 
んのちょっと環境に優しいカーシェアリングサービス 
がそれに当たるだろう。 

では、実際現地の人々は車に対して 
どう思っているのだろうか 

環境と利便性のバランス 

デンマークでの自動車利用 
今後の課題

日本では、電気自動車シフトが進むことで車関連系 
列企業や請負産業へ負の影響が懸念されることか 
ら、自動車関連団体の圧力が少なからずあると言わ 
れる。しかし新産業が勃興することで従来産業が圧迫 
を受けるという構図は欧州も同じで、EU製造業の雇 
用者全体のうち11％は自動車関連の製造業である。 

今まで各メーカーとも十分に魅力的な電気自動車を 
排出してきた。今後は日本も含む各国が、施策を通じ 
て、どのように利益を生みつつ、環境に優しいエネルギ 
ーを使うか考えることが重要である。



78% の人が車は 
環境に悪いと回答

アンケートによる調査結果
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89％
車は男らしくない 
と回答

恋人とではどちらが運転 家族では誰が運転
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アンケート結果から考えられること

環境に悪いが、必要である

今回の調査では、78％もの人が車のイメージとして 
環境に悪いことを挙げており、若い世代にも環境問 
題が身近であることが分かった。
また車を所有していない者のうち、29％が環境に良 
い車なら所有したいと回答し、EV車への税金優遇 
制度が実地された年に販売率が上がったことからも 
同国のEV車の未来は決して暗くないことがわかる。 

しかし前途にも記載した通り、税金優遇制度が廃止 
されてからはただでさえ高価なEV車は販売率が伸 
び悩んでいるのが現状である。 
車のイメージとして値段が高いことを挙げたのが 
33％だったのは、車への税金が150％の同国に対 
し、各メーカーが車両本体の値段を下げていること 
も考えられる。そういったことからもEV車からディー 
ゼル、ガソリン車へ消費者が流れたとも考えられる。 

車とジェンダー観

車を所有していない人の過半数が、車は必要ないと 
回答。鉄道、バス等の公共の交通機関が機能してい 
る同国の都会では車は必要ないように考えられてい 
る。 
しかし実際の登録台数は増加しており、今回数名が 
挙げたように、子育てや遠出では車が便利、必要と 
いうことが事実かもしれない。

男女の平等性が高いことで有名な同国。車は男ら 
しいと思うか質問したところ、そういった考えがある 
ことを認めているものの、女性全員がそうは思わな 
いと回答。 
男性でそう思うと回答した者もいるが、恋人とどちら 
が運転するかでは、女性は免許を持っていない人を 
除き自分もすると答える等、女性の強さが感じられ 
る。 
そういった考えからも、自動車は男女ともに普及し 
ていることが見て取れる。


